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　生月の大バエ鼻灯台と長瀬鼻灯台で、「ツナガル
灯台マルシェ」が開催され、約1,000人の来場者で
賑わいました。
　GPSの普及で役目を終える灯台も多い中、灯台を
観光資源として活用を図るイベントで、平戸市での
開催は２回目。
　会場では、地元グルメのマルシェやステージイベ
ントのほか、生月島の西海岸をつなぐ２つの灯台を、
コドモガイドが案内する陸ルート、海上から眺める
海ルートが用意されました。

３ 水平線をつなぐ灯台11
11

広報ひらど 令和５年12月号 28

　生月町開発総合センターで、「平戸市イングリッ
シュ・スピーチコンテスト」が開催され、中学生12
人と事前審査で選ばれた小学生1人が出場しました。
　令和４年度から、中学生の部の発表内容が暗唱か
らスピーチへと変更され、参加者は英語に自らの経
験や学習に基づく思いを込めて発表しました。
　海洋ゴミ問題をテーマに最優秀賞に輝いた川村莉
夏さん（生月中３年）と、オーストラリアの思い出を
語った里村直哉さん（田平北小６年）は、平戸市の代
表として長崎県の大会に出場します。

10 英語に思いを込めてスピーチ28

　平戸文化センターで「平戸市福祉健康まつり」が開
催されました。会場では、保育園児によるアトラク
ションのほか、作品展示や、血圧・骨密度測定、相
談コーナー、キッズ広場など多彩な催しが行われ、
約5,100人の来場者で賑わいました。
　また今年は、体操のお兄さん佐藤弘道さんの講演
「子どもたちの笑顔のために　～10年先の健康と運動
の大切さ～」では、子どもから大人まで多くの人が、
日ごろの運動の大切さや、子育ての考え方について
学びました。

さまざまな催しで笑顔に10
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　生月町中央公民館で、「平戸市須古踊り交流促進
シンポジウム」が開催されました。
　獅子地区、的山地区、神浦地区、舘浦地区に伝わ
る須古踊りは、須古城跡が所在する佐賀県白石町が
ルーツとされています。
　当日は、各地の須古踊りの映像観賞、日本民族芸
能学会の荒谷義樹氏と須古歴史観光振興会の副島則
子氏の講演、各地区須古踊り保存会会長らが登壇し
たパネルディスカッションのほか、来場者に白石町
名物「白石蓮根」が提供されました。

　平戸城CASTLE STAY INUI（４日）、世界文化遺
産春日集落案内所「かたりな」特設会場（11日）、平
戸オランダ商館（18日）で、「Firando Restaurant 
平戸ガストロノミー 2023」が開催されました。
　その土地の食文化に触れることを楽しむ旅「ガス
トロノミーツーリズム」が人気を集める中、「平戸市
内の歴史的建造物」＋「平戸の食材」で新たな魅力創
出を目指して企画され、来場者は、一夜限りの特別
な空間で、一流シェフの料理を楽しみました。
※写真は11日の「かたりな」特設会場の様子

３ 歴史と食のコラボレーション
11４・
11・18 須古の歴史に思いを馳せる
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秋のシイラに恋焦がれ

　舘浦漁協荷捌所で、「シイラ　フェスタ2023」が
開催されました。
　舘浦漁協では、平戸で獲れるシイラのイメージ
アップのため、脂質４パーセント以上のメスのシイ
ラを「とよひめ」として商標登録し、国内外へ出荷し
ています。
　県内で活躍する歌手・タナカハルナさんとフリー
タレント・野上唯子さんをゲストに招き、クイズや
ステージイベント、来場者向けの競り市、シイラ釣
り大会（つり具のまるきん共催）などで賑わいました。
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　V・ファーレン長崎のホームタウン活動の一環で
「V-DREAM」が行われ、大賀結莉普及インストラク
ターとマスコットキャラクターのヴィヴィくんが山
田小学校を訪れました。
　当日は、大賀インストラクターとヴィヴィくんが
校門で挨拶運動を行い、「ゲームの時間」では、体育
館で子どもたちと身体を使ったゲームを行いました。
　「トークの時間」では、大賀インストラクターが陸
上をしていたときの体験から、夢や目標に向かって
頑張ることの大切さについて学びました。

10 努力することの大切さを学ぶ18

　平戸市の姉妹都市であるオランダのノールトワイ
ク市との交流事業が、４年ぶりに行われ、高校生な
ど13人が平戸を訪れました。
　期間中はホームステイや学校訪問、生け花や書道、
座禅体験の他に、着物を来て平戸の街並みを散策す
るなど、日本の文化を学び、26日には交流事業で
学んだことを発表しました。
　また、今回ホストファミリーで受け入れた家庭の
生徒が、今年度オランダを訪問し、オランダの文化
について学びます。

異文化を体験
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